
〈中 学 校 保 健 体 育 部 会 〉

研究主題

「一人一人が球技 の楽 しさや喜び を味 わ う学習指導 の工夫 」

一 チー ムづ くりと個の役割の明確化 を通 して 一一

研究概要

今 日、体力低 下や運動に興味をもち活発 に運動す る者 とそ うでない者の二極化が課題 となって

お り、体育においては子 どもが運動の楽 しさを味わ うこと力霊できる学習が求 められている。

本研 究は、球技 の授業 における集団 と個のかかわ りを明確 に し、すべての生徒が球技の楽 しさ

や喜び を味わいなが ら、基礎 ・基本を身に付ける授業づ くりを 目指す ものである。 そのために、

生徒一 人一人の能力や適性 を生か したチームづ くりや個 に応 じた学びを深 めるためのチー ム内

の役割 の明確化 を図る有効な学習過程や教材の開発 を行った。

!研 究 の目的

保健 体育科 においては、各領域 における適切な指導を通 して、すべての生徒 に 「基礎 ・基本」

を確実に身に付 ける必要 がある。本研究は、球技の特性 を生か して集団 と個 とのかかわ りを明確

にす ることによ り、生徒一人一人の学習 目標 を明 らかに し、仲 間と共に集団で運動する楽 しさや

喜びを味わいなが ら、生徒 に基礎 ・基本 を身 に付 けさせる学習指導 の方策 を開発す るものである。

∬ 研究 の方 法

1基 礎研究

先行研究や調査研究を もとに、 「球技の特性の楽 しさ」 「体育分野の授業づ くり」 丁チー ムづ

くりと個の役割」について明 らかに し、主題に迫るための基礎 とした。

2主 題に迫 る手立ての検討

「チームづ くりにお ける指導の工夫」 「個の学びにおける指 導の工夫1の2っ の点か ら、生徒

が球技の特性の楽 しさや喜びを味わ う授業づ くりのための手立てにっいて検討 した。

3検 証のための授業研究

バスケッ トボール を中心 に、チー ムの学び と個の学びの視 点か ら、3つ の学習段階にお ける生

徒の技能や仲間 とのかかわ り等の生徒の意識 の変容か ら手立ての有効性について検証 を行 った。

4球 技における授業のイメー ジ図

球技においては、技能の向上 とともに、チームの凝集性 が運動 の楽 しさの重要な要素 である、

本研 究では、右図の

1運 動 の楽 しさ1
よ うに、チームづ くり

や個の役割の明確化な

どTチ ームと個の学び」

姦繧 欝 茎 腎論 欝 峯暮鵜 楽。さの
""i広 が徒 の感 じる 「運 動 の楽

し さ)が 広 げ られ る と

考 えた.
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皿 研究 の内容

1基 礎 研究

(1)球 技の特性の楽 しさ

一般的 に、運動の特性は、機能的特性、構造的特性及び効果的特性 の3つ に分けて考 えられ

てい る。 また、楽 しさの指向は発達段階や個の関心等に よって異 なると考えられ ている。

これ らの特性 を踏まえ、本研究においては、球技の特性 の楽 しさを 「運動す ることそのもの

の楽 しさ(機 能的特性)」 「技能の習得の楽 しさ(構 造的特性)」 「仲間 とのかかわ りの楽 し

さ(劾 果的特性)」 「学び方 を学ぶ楽 しさ(機 能的特性 ・構造的特性 ・動果的特性)」 の4つ

に分類 し、各特性 にお ける生徒の楽 しさや喜び を高める指導を行 うこ ととした。

(2)体 育分野の授 巣づ くり

中学校学習指導要領では、 「生徒の能力

適性 、興味 ・関心等 に応 じること」 「自ら

の運動の課題を 自ら解決す ること」が重要

で あるとしている。また、平成16年 度東

京都教育研究員研 究での生徒の意識調査に

おいても、生徒が望んでいる授業 は 「種 目

や内容の選択」 「自己の能力等 にあった課

題 の解決」 「仲間 とのかかわ り」の3つ の

要素が重要であることを指擶 している。

これ らのことか ら、生徒の主体的に学ぶ

力を培 うことが重要であ り、そのためには

自己の能力や適性 を知 り、種 目や内容 を自

どのような撫 だ・た・楽・・'と思うか一一　 一}]

o撃■カード唯どを檀,て白分のよヨo厘費いがはう麿解と∫}かる控象
■且5}の擦■に略じτ学■の計圏炉立てられる彊寮

一

参考:「 平成16年 度東京都教 青研 究員研究綴告書」

ら選択する 「選択制授業」 と自己の課題を発見 し解決の方法 を自ら考え判断 し解決 を図 る 「課

題解決型 の学習」を基本 において授業づ く りを行 うこと力泌 要であ る。

授業づ くりを進める上では、中学校 の3年 間を見・

通 して、生徒 をどのように指導 してい くか とい う計

画 と実施及び評価 を考えなけれ ばな らない。

本研究では、球技におけ る指導計画 を右 図のよ う

に、第1学 年では特性 に触れ甚礎技能 の向上 と球技

の楽 しさを知る段階、第2学 年 では 自己の能力や適

性 に応 じて運動 を選択 し、チームづ くりと個 の役割

の視点か ら、球技の特性 によ り深 く触れ楽 しむ段階、

第3学 年では生徒の主体的な活動 により、単元の計

画や大会運営を行える段階 と考えることとした。

(3)チ ームづ くりと個の役割

ア チームの凝集性 とチームづ くり

運動心理学者 の レヴィンは、運動集団の凝集性について、集団の構成員に作用す る心理的

な力は、構成 メンバーの魅力な ど集 団内に引きつ ける 「内へ向か う力」 と集団を阻害 しよ う

昌 ■一 」 「ヒ
ー 一 ■【=■h

.学年 ヒ灘 慢羅難i雛 騨i,」`.

第1学 年
共
通

特性に触れ.楽 しさを味わ う

・基礎 拉能 の定着

・ゲームの工夫 と運営の仕方

第2学 年
選
択
制

チームづ くりを中心に楽しむ

・個 を発揮 したチー ムプ レー

・対 戦チー ムを意 職 した作戦

第3学 年
選
択
制

主体的な学びを楽しむ

・単元 を逝 した練習計 画

・大会等の企画 と実施
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とす る力に抵抗する 「外 に向か う力」があると述べている。

球技 のチームにおける 「内 に向か うカ」 とは、仲間 との信頼や協力 を通 して生徒一人一人

に能力や適性を十分発揮 しよ うと考えさせ る力であり、 「外へ 向か うカ」 とは、対戦チー ム

に勝つ等のチー ム 目標の達成に向けた作戦

づ くりや個人の役割 を自覚 し責任を果た し

てい く力 ととらえた。

チー ムづく りには、生徒の心身の特性 を

生か し、チーム内の学び合いを深め、対戦

チームに対応 した作戦等 により、チームの

凝集性 を高める指導の工夫が必要である。

球技 における個の役割

チー ム内における個の役割は、

凝集性

チー ムづ くり

鷲灘 窮揮・ 顎灘 建力(

イ

「技能 にかかわる役割」 と 「チーム運営 にかかわる役割」

の2っ に大別 され る。本研究では、中学生の発達段階では生徒が構造的特性 を重視す る傾 向

があることか ら、前者 を中心 に個の役割 の明確化 を進 める必要 があると考 えた。

また、 「中学校学習指導要領解説」(保 健体育編)に おいては、バスケ ッ トボールの個人

技能にっいて、 「攻防の仕方 との関係 を図 りなが ら、ゲーム、集団技能を組み立てることが

できるよ うにす る。」 としている。

チー ムにおける個の役割 としての個人技能については、チームの集団技能 を成立 ・向上 さ

せ るための ものに重点化 した指導 を行 うことが重要 である。

2主 題 に追 る手立 ての検討

(1)子 一ムづ くりにおける指導の工夫

ア チーム編成と役割の明確化の工夫

チーム編成 は、これか らチー ム主体

の授業を行ってい く上で大変重要な要

素である。教師は生徒一人一人の能力

や適性 を把握 し、生徒がチーム内にお

ける役割分担を適切 に行 い責任 を果た

せ るように指導する必要 がある。

そのために、個の能力や特性 を肯定

的に とらえ、共通理解 し、チー ム内に

おける個 の役割 の考え方 を深める 「特

性チェックカー ド」(右 表)を 工夫 し、

活用す ることとした。

このことによ り、生徒 は 自分や仲間

の能力や適性を知 り、そのカ を十分発

揮できる作戦や練習計画 を立てる とと

もに、練習やゲームにお ける関心を深

め、意欲の喚起に もつなが ると考えた。

コ ポジシ日ンの特徴

ガ ー ド(G)
ス ピー ド、判断 力、爽確 力、ポール浬びが上手、

司令塔

フ オ ワ ー一ド{F)
ス ピー ド、外員 からのシュー トカがあ6、

カ ッ トインプ レーが上手

セ ン タ ー(C)
リパ ウン ドが上手、ポス トブ レーヤー

到 体力 ・身体特性 とポジ シ ョンの適性

50m走 邪得意で ある ガ ー ド、 ブ才 ワー ド

立ち幅眺ぴが得意である セ ンター

ハ ン 団{・一ル投げが得 意で ある ガ ー ド.セ ン ター

身長 が高い、ジヤ ンプ が得 意であ る セ ンター

吾1メ ンバー とポ ジシ ョン ㈲ 意⑥、やや得意o、 得意でない△)

氏 名 ポゾ,冨ン501走 立ち輻置び 呼ドホ`う駐 身註 め寸

① 己叩

②

③
ラ弼解5一 ジ灘解 蜘 脚 ノ渦玄《寡4一 ㌃
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イ 学習過程の工夫

チームづ くりを有効 に進 めるために、

学習段階 を一人一人の能力や適性 を生か

す段階 「学習Ijと 対戦チームを意識 し

た作戦によるゲー ムでの具体的な役割か

ら個を発揮す る段 階 「学習n」 に分 け、

発展的にチームづ くりを行 うこ ととした。

この ことによ り、生徒は各学習段階の

学習内容が明確にな り、チーム 目標 と個

の 目標 に応 じた練習計画が立て られ、チー ムにお ける学習活動 も活性化す ると考えた。

また、生徒 が各段階における学習内容を十分身に付 けるための学習カー ドを活用す ること

で、チー ムづ くりとともに、球技の特性にも探 く触れて楽 しむ ことがで きると考えた。

ウ 対戦チーム分析表の活用

学習llに おけるねらいは、対戦チームの分析 と作 戦づ くりである。そのためには、攻防の

基礎知識 と対戦チームの攻防の特徴 をゲー ムを通 して分析 してお くことが大切である。

下図は、対戦チームの分析を行 うた めの対戦 チーム分析表である。 ゲームの組み立て方や

チームの特徴 を知るなどの視点でゲー ムを観察 ・記録 し、分析す ることは、中学校 の発達段

階 において、有効な学習であ る。本分析表 の活用は作戦を立て るだけでな く、チームの共通

の学び を深 めることとな り、チー ムの凝集性 を高める重要な要素になる と考 えられ る。

学習段階 睡 主な学習内容

学習1-1 1 ・オ リエ ン テ ー シ ョン①

学習! 個人披能中む 1 ・個人技能

國の能力や適性を生力 4 ・補充的 ・発展的学習
したチー ムづ く り

[内に向かう力中心】

学 習1-2
集団撲龍中心

5

1

・オ リエ ン テ ー シ ョ ン②

・集 団技 能

臼 ・チ ー ム の特 色 づ く り

学習 π 9 ・オ リエ ン テ ー シ ョン③

対鞍チームに封応したチームづ くり 1 ・戦 略 ・作 戦

(対戦チーム侍析と作戦1

〔外に向かう力中心1 ll
・チ ー ム の 高 ま り

対 戦 チ ー ム分 析 表(組 班)

スカ ウテ ィ ン グ担 当氏名
'

.1∴誕1「無 無 娯 露装 媛 騨 斗 シ 馨嘩蓉 欝 総 【

オ フェンス

速 敦

一

ロ ワンマ ン速攻

ロ ツーメ ン速攻

ロ遼攻を しない

どのタイミングでだれが走るか

粥一 ルの運び

ロバス中心

ロ ドリブル中心

ロ萄に決まっていない

だれ がボール運 びの中心 となって いるか

ハ ー フ ロー トオ フ ヱ ン ス

1]カ ツ トイ ンプ レイ

ロポ ス トプレイ

ロ特に決 まってい ない

だれが中心となって敬撃をしかけているか

得点力の高い人

一
γ イ7ニ ンス

マンツーマ ン

ロ オ ・一ル コー ト

ロ ハ ー フ コ・一 ト

ロ ト か ハーフ状 祝 に 応 じて

デ ィフェ ンスは機能 してい るか

相 手の弱点ほ どこか

リバ ウン ドカの高 い人

(2)個 の学 びにおける指導の工夫

ア オ リエンテー ションの充実

生徒 が主体的に学習 を進 めるためには、単元の始めに生徒 が学習の意味や内容 を十分理解

してお くこと、 自己の能力や適性 を掘握 して 自らの能力や資質の向上 とチームへの貢献 の見

通 しをもたせることが極 めて重要である。
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そ のために、オ リエンテーシ ョンを充実 させ る

必要がある。 このことによ り、生徒が学び方を理

解 し、自己の課題や 目標 の明確化、課題解決方法

の工夫、課題解決の実施 、評価及び修正 ・発展の

PDCAサ イクルを効果的に行 うことがで きる。

本研究 においては、オ リエンテーシ ョンを各学

習段階に設け、単元の始 めのオ リエンテーシ ョン

では、 「球技の理解」「チーム及び 自分 の課題の発

見」f学 習の進 め方(考 え方 と学習段階1-1を

中心にす る。)」「安全への配慮」 「評価」等にっい

て行 うこととした。

また、他の学習段階にお けるオ リエンテーシ ョ

ンは、各学習段階の学習内容の確認及び具体的事

オ リ エ ン テ ー シ ョ ン の 充 実

1学 習段 階1-1】
1エ ン テ ー シ ョ ン135

・単元全体 の学習の意 味を理解 し見通 しをもつ

・学習段階 におけ るポイ ン ト

・カー ドの活 用方怯な ど

1学 習 段 階1-21

オ リエ ン テ ー シ ョ ン ②(15分)
・学習段階にお けるポイ ン ト

・カー ドの居用方法 な ど

1学習段階 皿】

オ リエ ン テ ー シ ョ ン3(15分)
・学 習段階 にお けるポイ ン ト

・カー ドの活 用方法 な ど

例の紹介 な どを通 し、生徒の学習活動の充実を図 ることとした。

イ 個 に応 じた技能の向上

個人技能 について、ゲームや集団

技能 を組み立てることをね らい とし、

生徒一人一人が個に応 じた技能を習

得 できるよ うにチームシステムカー

ドを作成 し活用 した。

本カー ドの活用により、生徒はチ

ームの特徴 を理解す るとともに、チ

ーム内における自分の役割 を明確に

自覚するこ とができる。

この ことに より、生徒 は自分の 目

標 を明確 に し、ゲー ムに生 きる技能

に焦点化 した練習計画 をつくるこ と

ができる。そ して、ゲームにおける

チームの作戦 と個の役割 を理解 した

生徒 は、授業に も関心や意欲が高ま

り、主体的に活動 し、 自ら技能を高

め る方法 と楽 しさを学ぶ と考えた。

また、集団技能を踏まえた個人技

能を向上す るためには、集団技能の

理解 を深 める必要がある。

チー ムシステ ムカー ド①

図 メンバー 回 目標

1第1時 ～第4時12年 組 氏名

者. .一氏,一 名誹 ギ鐸,ジー 学習 亀慰 チ瀞 つく弘 個人益能砂向上・

の 偽 チームの 目撫

②

③

④ 個入の 目標(技 能)

⑤

⑥

回 オ フェンス
一,「

.國

一E「

"一 「

. だれがどう動くか

遼 攻
ロ ワンマ ン遼攻

ロツーメ ン速攻

ポール運び
ロパス主体
ロ ドリブル圭体

攻撃桂

(伽7コ斗書7侃}

ロカクトインブレイ
ロポス トプ レイ

区]デ ィフェンス
} 國' 一だれ豊宝だれ をマLクfる のか1

ロ オ ー ル コー ト

ロ ハ ー フ コー ト

'",'■F 「'「!"一

厄1主 な 割と目標

月 ・日 投 割 役割に対する具体的目標

P,嘔.・ ■!・,

そ こで、すべ ての生徒が基本的な集団技能 を理解 できるよ うに、各学習段階 においてア ド

バイスシー ト(次 ペー ジ)を 作成 した。 このことにより、生徒は練習 している個人技能が ど

のよ うにチームに生かされ るのかを理解する とともに、練習方法 の工夫が広が り、技能向上
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のためのチーム内のかか

わ りが高まると考えた。

【ア ドバイスシー トについて]

i'讃;罪熱調
1す るための もので ある。i

!i

瀦 館慰 闘
]し 、学習内容 に応 じて、i

]生 徒 ボ 活 用 で き る よ う1

繍 するこ㈱i
1i

1各 段 階のオ リエ ンテーi

i峯暑議漣犠 簿望i
!と を 具 体 的 に 例 を あ げ 助i

!言 す る 必 要 が あ る 。i

!i

!i

L_._,_._._._._._._._,i

バ ス"ボ ール ア ドバイス シー

田 窮 霧 聾 難蒋 子論 と発 亭銀め
る.

パター ン 特 徴

リバ ウン ドか
らの速攻

● リバ ゥン ドを取 ったプ レー ヤ・一が、 ノーマー クで リングへ是oて い
石プ レーヤー にパ スを出す。
● ワンパ ス速攻がで きな けれ ば.ボ ール 遅びをす るプ レーヤー にパ ス
を出ナ。

ステ4一彪.トズポ
哨か らの逮攻 36;取 鱗 鷺篇鰍 緊寡観 携諺離 ㌃一。パ。

を襲
シ 昌一 トを決
め られ た後 の

速攻

● 一ル 下にい るフ レーヤー が、す ぐにス ローイ ンす る.ノ ーマー ク
で リング方 向へ走 ってい るプ レー ヤー 摂いればパスを出す。
●ワンバ ス速攻が出 来なけれ ば、 ボール 理ぴを† るプ レーヤーにパ ス

を出す。
成功の咽イン ト=デ ィ7エ ンスからオヲェンスへの青りかえを畢くする.

纏冒の求イン ト:オ7エ ンスに曽わったらすぐに前方ヘパスを遭 り出すタイミングの鮪冒壱 しよう.

【ハー フコー トオ フヱンス】 ☆デ ィフェンスの障彩を くず して攻 める
バ ター ン 特 撤

パ スを使 っ た

カ ッ トイン ブ
レー

●バ スを した後 、テ ィフ ェンスをフェイン トで掘
り切 つてカ ットイ ン し、パス を受 けてシュー トす
る。
●ヵ ッ トイ ンFには 、乖一ルサイ ドカ ッ ト(ポ ール
に近いほ う燕右図)と ブ ライ ン ドサイ ドカ ット(デ

ィフェンスの背中側)が あ る。

り ♂曙'晒'朋

づ、

∩

バ スの 中継 点

となる ポス ト
プ レー

引

●ボ ス トヘバ スを した復、7エ イ ン トで掘 り切 っ
てカ ッ トイ ン し、 ポス トか らパ スを受 けてシュー

トす 筍。
● ポス トか らパス を受 け るパ ター ンには、ア ウ ト
サイ ド{外 側 でノーマ ークの位置崇右 図}と ブラ

ッシング{手 渡L)が あろ、
●ポス トプ レーヤー がシニー トフニイ クを使 うと
より効某曲である。

=

■,

●
n

成功のポイント=す ばやい動書やパス回しで.ノ ーマークとシュー トチャンス壱つく看.

輝雪のポイン ト:2蝕2や3財3で.カ ゥトインプレーやポストプ レーを窟櫨した練翼壱しよう.

デ フ ヱ ン ス マ ンツ ー マ ン ー フ 墨 ン ス
ノ ー ン

オ ー ル コ ー ト
マ ン ツー マ ン

ハ ー フ コ ー ト

マ ン ツー マ ン

1つ マー

手 を決め て、オール コー
トで1対1の プ レ ッシャ
ー をかけ

、 ミスを誘 う。脚力
のあ るチー ムに向い

てい
つマ　

を決 めて、1対1で プ レ
ッシャー をかける.5人
のカがそれ ぞれ相 手 と同
じか 、上回 ってい る とき
に 的 である

1防 御 の 基本 的 な位 置 】
● ポール を持 って い るオ フ ニンスに 対 し

ては、㎡一ル とゴール

/二塗 集埜魏 駕 倍争な
ぴ い オフ;ン ス を マー

クす るときは、その オ
フ ェニノス とボ ール 岬
ン、自分で左図三角罷
誰で き石位 置に立っ。

礒功のポイン ト:正 しいポジショニングをすゐことと、マークマンをきちんと守ること.

緯習のポイン トrチ ームで2封2や3対3に 牙かれ.ポ ジショニングの確認壱しよう.

ウ チーム評価 と自己評価の活用

学習者に とって 自己評価は、学習意欲 の

喚起や課題 ・目標及び学習活動の修正 ・発

展のために大変重要である。

生徒が 自己評価 を適切に行 うためには、

目標が具体的であ り、かつその 目標 に応 じ

た学習活動が行われ ることが大切である。

集団スポー ツにおける個の 目標 とは、チ

ー ムの 目標 か ら導き出 され るものであ り、

その 目標 を合理的に達成す るためには、チ

ーム内での共通理解力状 切 である
。

また、これ らの 自己評価 は、単元全体だ

けで行われ るものでな く、1時 問の授業の

中で、あるいは1つ の練習や ゲー ムの中で

繰 り返 し行 うもの と考えた。 また、相互評

価 として、他者か らの評価や 他者 を評価す

チーム評価と自己評価のサイクル

.…,:r''"='禺`'i≒'1・1・"
1咽

「 Φ扇達
,自 面 目標・1ζ蝋 鵜)三1・ ・.

-

噂

■練習計猷 齢 め織 ・'

-

練習1試 合め実施"一 一.

-

振り勘(チ 払 禰 天1

ρ チーム評価 『

㌔ 自己評価 〃

↓
修正 ・発展の方剛蜘 具体策
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る過程で一層効果的 に自己評価が行われ ると考 えた。

工f体 ほ ぐしの運動」の導入

授業における生徒の学びを効率的にするためには、生徒 が心 と身体をほ ぐし、学習の準備

が十分整 うた状態に してお くことが重要である。

「体ほ ぐしの運動」 を授業の始 めに導入することによ り、生徒は体を動かす心地よ さを感

じるとともに、チーム内の交流により仲間とのかかわ りが広がる。 このこ とによ り、その 日

の学習 内容 を効果的に学び、生徒の主体的な学習活動に結びっ くと考えた。

また、ボール に親 しみながら自分の体に気付き、仲間 とかかわ りなが ら行 うよ うに、 「体

ほ ぐしの運動」 をバスケ ッ トボール を意識 した内容 とす ることにより、一層チームづ くりや

技能の向上に生かす よ う配慮 した。

圃 魎 一
体 育 嫌 い の 生 徒
・運動へ のス トレス

・授業前 の緊 張

・仲間 とかかわれない など

体 ほぐ しの運動 の導入
・心と体の安定

・体を動かす楽しさ心地よさ

・仲聞との蚕流 など

期 待 され る 授 業 へ の 効 果

・体 育授業へ のス トレスを減少 させ る。

・体を動かす ことへの関心や意欲が高 ま る。

・チーム内での会話 などかかわ りが広が る.

3実 証のための授業研究

(1)学 習過程 「バ スケ ッ トボール」{選 択制授業 「球技」)

第2学 年選択制授業 「球技」のバスケ ッ トボールを中心 に実証授業 を行った。

(2)単 元目標

・バスケ ッ トボールの特性に触れ、楽 しさや喜びを味わいなが ら、練習やゲームを通 して基礎

的 ・基本的な技能 を身に付 けることができる。

・チームにおける自己の役割 を自覚 し、責任 を果た しなが ら練習やゲームができる。

・対戦チームの特徴の分析や対戦チームに応 じた作戦 を立て るとともに、チームや 自己の能力

に適 した課題 をもって練習や ゲームの仕方を工夫 し、課題解決ができる。

(3)評 価規準

意欲 ・関心 ・態度 思考 ・判断 運動の技能 知識 ・理解

・球技の楽しさや喜びを ・自分のチーム(自 分)や 対戦チ ・自分の技能を発揮 して ・選択した種 目の特性

味わお うとする。 一ム(相 手)の 技能を把握 し. ゲ ー ム が で き る。 や学習の進め方、集
・チ ー ム に お け る 自分 の それ に応 じた作戦を立ててい ・チームや 自分の能力に 団的な技術や個人

責任 を自覚 し、責任 を る 。 適した課題の練習やゲ 的な技術の構造、合

果 た そ うとす る。 ・チームや 自己の課題を明 らかに 一 ム を 通 して
、集 団 技 理的な練習の仕方、

・ル ー ル を 守 り、審 判 の し、その課題の解決の仕方を選 能や個人技能を高める 練習計画の立て方

判定や指示に従い勝 ん で い る。 こ とが で き る。 を 知 って い る。

敗を受け入れ ようと ・ゲー ム の 結 果 等 か ら、チ ー ムや ・対戦チームに対応 した ・競技の運営やルー

す る。 自分の新たな課題を明 らかに 作戦を立ててゲームが ル、審判の方法を知
・環境の安全管理や危険 し、技能の向上に伴 う新たな練 で き る。 っ て い る 。

な プ レー な どをせ ず 、 習の仕方を選んでいる.

健康 ・安全に留意 しよ ・ゲー ム の 結 果 等 か ら、チ ー ムや

うとす る。 自分の新たな課題を明らかに

し、 作 戦 を立 てて い る。
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(4)指 導 と評価の計画
昌」'コ

.

襲 階 』

.一
..一

;'時'

.ヨF..1.一

・.'葦 轡 内容 ・'学習 活 動
`

.、 』'='

rrr`.

.・二.指 靴 の瞬 魯 殉 噸 艦 薫・.、、

一:1陣聯

①佑ほぐしの運動 ・学習のね らいや 学習の方 法を学習 カー ド等 を利 用

1 ② オ リエ ンテー ション し具体的に脱明す る.

学

習

1

-
1

・学 習の意義やね らい等 の説明

・学 習1-1の 進め方

・チ ー ム編成{3チ ー ム)

③ チー ム ミーテ ィン グ
・ポジ ション、チー ムシステムの決定

巌進み 具合に より.練 習 を行 う。

・チーム を能 力や経験 を踏 まえて編成 し
、 チーム内

での役割 と責任 、学習 の決 まりを確認す る。
・各チー ムをまわ リ ミー ティ ンダや カー ド記入 状況

か ら助言する。

(関)進んで学習 に取 り緯 も うとす る。

(思)チー ムや 自分に応 じた 目標 般定や 練習等の 計画

(関 、思 、知)

耀 、.ト

(

個 2
2

…
㌧

1ね らい1
・チー ムの目標達成の ための集団技能

を踏 まえた個 人技能の習得

を立ててい 右。

椥}バ ス ケッ トボール の特性 について理解 している,

(知}学習の進 め方 を理解 してい る。

豪チームの成 員の特微や 個の役 割を助 言す る。
人 ①体ほぐしの運動 楽カー ド等を利用 し一人 一人への助言 を行 う.

技 3 ②チーム練習

能
)

4

O個 人技能 を高 めるた めの練 習
・ドリブル、 シュー ト、パ ス等
・2対1 、3対2

③ ゲーム

・集団技能 を生か した個人技 能 を各チーム に考え さ

せる助言を行 う。
・安全で合理的 な練 習の工夫 を助言す る。
(関}チー ムで腕力 し課題の解決に取 り組 も うとす る,

(関 、思 、知)
・観 察

赫 習'一}
・3チ ー ム リー グ戦 (思)燥題解決の ための練習方法等 を工夫 している。 ・観 弗

④ チーム ミーテ ィング (技)碁本的 な技能 を身に付けてい る。
・振 り退 り及び新た な 目標 の設定 楽チーム内での教 え合 い ・学び台い を支援す る。

楽カー ド等を利用 し一人一入へ の助言 を行 う。

① オ リエ ンテー シ ョン ・学習のね らいや 学習の方怯 を学 習カー ド等 を利 用

5 ・学 習1-2の 進 め方 し具咋的に脱明す る。

学
習

② チーム ミーテ ィンダ
・集 団岐能 を高め るための練習計画
・ポ ジション、チー ムシステムの再考

・グルー プを均 等に縞成 し、グル ープ内での役割 と

責任 、学習の決 ま りを確認す る。
・各チー ムをまわ リ ミー ティン グや カー ド記 入状 況

(関 、思 、知)

:騒 一ト

1 楽進み具合 によ り、練習や試 合 を行 う. か ら助言す る.

l1

2

ね らい2
・チー ムの 目標連成 のための集団披能

(関)進ん で学習 に取 り組 む うとす る。

偲)チ ー ムや 自分 に応 じた 目標 段定や練 習等の計画

(

の習得 を立ててい る。

(知)本学 習段 階の学 習のね らいや進 め方を理解 して

集
団
技
能
)

6

7

①繹 ほ ぐしの運莇

②チー ム練晋

O集 団技 能を高めるための練習
・3対2、 セ ッ トプ レー
・デ ィフェンスの穂 認 など

③ゲー ム

3チ ーム リーグ戦

い る。
・チー ムの特 徴 と集団披 能についてア ドバイ ス シー

トを もとに助言す る。
・安全で合理的 な練 習の工夫 を助言す る.

{関}チ ームでま とま り糠 習や ゲームに取 り組 もうと

して いる。

偲)チ ー ムの謀題 解決に向 けた工夫 を している。

(関 、思 、知)
・観 察

赫酬
・観 察

④チー ム ミーテ イン グ (技)チー ムの作戦にあ った集 団技龍 ができ る。
・振 り返 り及 び新 たな 目標の設 定 巌チー ム内での教え合い ・学び合 いを支援す る,

楽カー ド等 を利 用 し一人一人への助言 を行 う。

① オ リエンテーシ 日ン ・学習 のね らいや学 習の方法 を学習 カー ド等 を利用

・学 習 πの進め方 し具体的 に脱 明す る。

8
・試 含分析、作戦の立 て方 ・グル ープ を均等 に綿成 し、 グルー プ内での役割 と 欄 、思 、知}

学
習

②体 ほ ぐしの運動

③短 時聞のゲーム、対戦チー ムの分析
・3チ ーム リー グ戦

責任 、学習 の決ま りを確認す る。
・各 チーム をまわ リミーテ ィンダや カー ド記入状況

から助 言す る,

・観 察

・学 習 ノート

∬ ④ チーム ミーテ イング (関)進ん で学習 に取 り組 もうとす る。
・作戦 と役割の決定 、 目標 の設 定 (知)本学習段階の学習のねらいや進め方を理解して
・作戦を実践す るための練習計 画 い る。

(

分
析

ね らい3
・対戦チー ムに対応 した 作戦 とゲーム

での実践

楽各 チー ムの ミー テ ィンダを観 察し、一人一 人の役

割 を具傭的 に確講す る よう助言 する。

・対戦チー ムの攻 め方や守 り方を踏 まえ ること、 自と

作
9 ①衛 ほ ぐ しの運動

② チー ム ミー ティング、チーム練習

チー ムの特徴 を生 かす ことを具 体的に助言す る。
・個人技能等 の生か し方 を助言す る。

戦
)

囮

・作戦 と役割の確認

・作戦 を実践す るための練習

③ ゲー ム、対 戦チームの分析
・3チ ー ム リー グ戦

〔関〕チー ムでま とま リゲー ムに取 り組 も うとしてい

る。

(技)基本的 な岐能をゲー ムで生かす ことができる。
〔思)チー ムや 個人の課題 の解決 に向け考 え、工夫 して

(関 、思 、知}
・観 察
・学 習 ノート

豪試合 中 ユ分 聞のハー フタイ ムを設 け、

作戦の硅認 をす る。

い る。

(蜘 バ スケ ッ トボールの特性やルール 、審判 の方怯を

(技)
・観 察

豪対 戦チームの分析 理解 している。

ll ④ チーム ミーテ ィング
・振 り返 り及び新 たな 目標の設 定

楽 チーム内で意見が 出やすい よ うな ミー テ ィングを

助言す る。

1

・作載の修正
豪カー ド等を利用 し一人一入へ の助言 を行 う.
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(5)展 開(第10時)

、嘩 間 、 学 習唐容.・学習活動・

①準備
②あいさっ ・健康観察 ・本時の説明
③体ほぐしの運動

① チー ム ミーテ ィング、練 習
・封 戦チーム応 じた作 戦、個の役割 を確認す る.
・作戦 を婁践で きるよ うに、練習 に取 り組む.

② ゲー ム及 びゲー ム分析
・3チ ーム リー グ戦{合 同 クラスは固 定2り 一 グ)

・賦合 中1分 間のハ ーフタイム

(作戦の確認)
・審判(主 審1名 、副審1名 、得点係1～2名)

・ゲー ム分析(各 チー ム2名 〕

(分析担 当者炉対 戦チームの分析 をす る。}

① チー ム ミーテ ィング
・チー ム ・個人 目標 の反 省

・ゲー ム分析結果か ら、作戦の怯正 をす る。

②片付 け

③ あい さつ

党指導:ξ支援友び評価

・事故防止 の ため、用具 の安全確認 を† る。
・本時 の説 明 をす る。
・傷書 予防のため、十分 に準備 運動 をさせ る.

(関〕チームで まとま リゲー ムに取 り組 も うとしている。

・チー ムの作戦 と個 人の役割 が明確に なっているか碓認 し、支

援す る。
・ね らいに応 じた練習雌 できてい るか雛察 し、'支援す る.
・ゲー ムの運 営 を支援す る。
・対戦 チ・一ムの攻 め方や守 り方 を踏ま えるこ と、 自チー ムの特

徴 を生 かす ことを具体的 に支援 す る。
・活動 の安全 を図 る。

(関)チ ームで ま とまリゲー ムに取 り組 もうとしている。

(技〕基本的 な技能 をゲーム で生かす ことができる。

偲)チ ームや個 人の撫題 の解決 に向け考え、工夫 してい る。

(知)バスケ ッ トボール の特蝕やルール、審判 の方怯を理解 してい

る。

※チー ム内で意見⇒咄 や すい よ うな ミー ティングを助言 す る。

・チーム と個 人の 目標 に対す る反省を させ 、次時 の 目標 を考 え

させ る。
・本時 のゲー ム分析 か ら、作戦の修正 をさせ る。

(.思)掘り返 りか ら新たな謀題や解決方 怯を考えている。

来カー ドを利用 し、一人 一人の課題零 を梧握 し、解決 を図 る支

援を行 う。

(6)考 察

下の表は、各学習段階における授業の様子について教師の観察を中心に生徒の発言や学習力

一 ドの記入を参考 にしてま とめた ものである。学習1-1で は、生徒はただバスケッ トボール

をす ることを楽 しむ傾向がある。学習1-2か ら学習llに なると、生徒はチームの特徴や個 の

役割 を意識 し、チーム内で意見をたたかわせ、チームの凝集性を高めてい ることが分か る。

【教師による授業観察結果1
・'・学 習 段 階 ∵

.・、・1.就 』.、 学 習 工 ←'エ ニ'磁 ・':'詳'

潤'∵

一_1、 一.:学 習r←'2;:=一 一,"バ

}1=∴
,三洪 三叢;.学 習'露.,".、1

'"モ 冒「"昌

Oチ ー ム特徴 とチー ム 目標 Oチ ー ム 目榛 の修 正 O対 戦チー ムを意識 したチー ム 目標

学習内蓉及び. O個 の役割 O個 の役割の明確化と責任 の修正や鼻展
教師め指導算 Oチ ー ム内 にお け る個 人 技能 の O個 人技能を生かした集団技能の O目 指すチーム偉 と個 の目標

練習 練習 O振 り返 りの生か し方
門

二1.∴1 O特 性 チ ヱックカー ド Oチ ー ム評 価 と自己評価 表 Oチ ー ム評価 と自己評価表

主な使用. Oチ ー ム評価 と自己評価表 Oア ドバイスシー ト② Oア ドバ イスシー ト③

.カ」1.ド 麺 ・. oア ドバ イス シー ト①

Oチ ー ム システ ムカー ド①

Oチ ームシステムカー ド② Oチ ー ムシステ ムカー ド③

O対 戦 チー ム分析衰

O各 チー ム とも り一 ダー 役の 生 O個 人技能を集団技龍として生か O対 戦 チームへの対応 と して具 体的

徒が 目標、役割や練習 を指 示 し そ うと して い る 。 な役割 を再確認す る。

チームの
活動状況

元気 が よい。

O興 味 を もって役割 を確 認 し練

習 している。

O目 標 を見直すな ど、一人一 人の発

言 ボ増 える。
O意 見が台わなかった り、思 ったプ

O話 し合 いが スムー ズにな り、 チー
ムの 目楳 と個 の 目標 が 明 確 に な

り、 協力す る姿勢が高ま る。

Oキ ャ プテ ン中心 で一 人一 人 の レー にならなか った りして悩 む。 Oチ ームの声が戦術など具体的にな
意見が 出ない。 り増 え る。

O機 能的特性 o機 能的特性 o機 能的特性
・8割 がバ スケッ トボール を楽 し ・8割 がバ スケッ トボール を楽 しい ・9割 がバ スケ ッ トボー ル を楽 しい

`

い と感 じている。 と感 じている。 と感 じてい る.

生徒の ・5割 の生徒 解思 った ように動 け ・5割 の生徒が思 った ように動 けな ・思いっ き り動 けた ことに楽 しさを

楽 しさ'意識 ず、 め楽 しさを盛 じて いない. い ため楽 しさを感 じていない. 感 じて い る。(50%一 ・70%)

O構 造的特性 o構 遣的特性 O構 造的特性
o機 能的特性' ・シ ュー トやパ スの正確 さに楽 し ・シ ュ ー トや パ ス の正 確 さ等 、 ・練習 した プ レーがゲーム で出せた

さを感 じてい る生徒 は少 ない。 個人妓 能 の向上 に楽 しさを悪 じ 楽 しさを感 じている生律 が急増 し

しO構 造的特性 O効 果的特性 て い る。 た 。

・仲問 と一 緒にいる こ とや仲 良 く O効 果的特性 o効 果的特性
o効 畢的特性 で きる こ とに楽 し さを感 じて

いる。

・かかわ りの婆 しさに、チー ムによ

る差や 日による差が 目立つ。

・チー ムで十分声を出 して 練習や ゲ

ーム を楽 しむ生徒 が倍増 した
。

〈〉学び方等 〈〉チ ーム 目標の 大切 さを理 餌 し Oチ ーム 内で意 見が合 わず 工夫 し 〈〉目標 を もoて 活動す る ことや 工夫

た楽 しさを感 じる生徒 が でて た活動 が でき ないチ ー ムがで て する楽しさを感じる生徒が急増し
き た 。 き た 。 た 。
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右図は各学習段階 にお ける生徒の楽 しさ意識を

機能的特性、構造的特性、渤果的特性及び学び方

の視点か ら調査を行った結果 である。

学習1-1か ら学習1-2で は、 目標の明確化

や個人技能に楽 しさを感 じている生徒数の伸びが

大き く、個の役割の明確化や技能の向上のための

手立てが有効であった と考 えられ る。

また、学習llで は、 「思いき り動けて楽 しかっ

た」 と 「目標 をもって活動 したので楽 しかった」

が大 きく伸びた。対戦チームを意識 し個の役割を

一層明確 にし
、生徒が 自らの 目標 を踏まえ自信を

もって活動できるよ うにな づたか らと考えられる。

単 に、 「試合ができた」 「仲間 といられた」 と

い う楽 しさには大きな変化はな く、生徒は質の高

いゲームやかかわ りによってバ スケ ッ トボールの

楽 しさを感 じるよ うになった と考 えられる。

研究 のま とめ

研究 の成果

生徒の楽しさ意識の変容
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2鱒聞臼7躊 澗目 冊鱒間日

」■←一賦含耐で豊て

鄭しb7t.

■噌F■ぬら,たと二ら

τ蟻しかった

口申　 腫■したプ

由廿てうれし

厩 うれし

十 盒適といら島
て融しか,た

一 ●一 日繹壱も,て

曝し齢,た

一■■・工裏Lて 括助

したo胃 臨し

1

(1)チ ームづ くりには、運動能力や運動経験等の能力や適性 を踏まえたチーム編成、生徒一

人一人が自己や他者の能力や適性を肯定的にとらえること、 目指すチーム像 と個の役割の

明確化が重要であ り、特性チェックカー ド等の指導の工夫が必要であることが分かった。

(2)生 徒一人一人の学びを深めチームの凝集性を高めるためには、個人技能 と集団技能及び

分析 ・作戦などの学習内容を重点化 した学習段階の設定が有効であることが分かった。

(3)球 技の指導においては、作戦を組み立てるための基本的な知識 と対戦チームの特徴など

の情報が必要であ り、攻防の基本的な知識を示 した 「ア ドバイスシー ト」や分析の仕方が

具体的に分かる 「対戦チーム分析表」などの学習資料が有効であることが分かった。

(4)各 学習段階にオ リエンテーシ ョンを設けることは、生徒一人一人が学習内容や学習方法

を十分理解 し、生徒の有効な学習活動に結びつ くことが分かった。また、個に応 じた指導

に生かすア ドバイスシー ト等が有効であることが分かった。

(5)体 ほぐしの運動を導入することは、生徒が体を動かすことの楽 しさや人 とのかかわ りの

楽 しさを味わい、心と体の準備が整い、授業づくりに効果的であることが分かった。

2今 後の課題

(1)チ ーム と個の学び、学びの道筋、技能及び自己評価など多 くの学習カー ドや シー トを利

用 した。生徒が短時間で記入 ・活用できる有効な学習カー ドの工夫 ・改善が課題 である。

(2)選 択制授業に求められる補充的 ・発展的な学習にいた らなかった。球技におけるチーム

と個のかかわ りを深めた学習の中での有効な補充的 ・発展的な学習の開発が課題 である。

(3)単 元全体を通 した中での指導の手立てや工夫の有効性は確認することができた。しかし、

各手立てや工夫における個々の効果等が的確に判断できる評価方法の開発が課題 である。
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